
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３月から５月まで休校となった市内の
小・中学校および高校。中止となった学校行事も多い中、多くの学校で延期してい
た体育大会が、９月から10月にかけて開催されました。規模縮小の中、工夫をこら
した内容で、児童・生徒の生き生きとした表情が印象的でした。

コロナ禍での
体育大会
コロナ禍での
体育大会

▲表現運動 笑顔でフィナーレ（河浦小学校）▲紅白対抗リレー（倉岳中学校）

▲雛鵬祭（体育の部）での書道パフォーマンス（天草高校）
すうほうさい

市議会だより

主な内容
●令和２年第６回定例会補正予算などの主な内容 ……Ｐ２～４
●令和元年度一般会計歳入歳出決算などを認定 ……Ｐ６～８
●令和２年第５回臨時会 ………………………………Ｐ９
●一般質問 ………………………………………………Ｐ11～15

2020年11月号
第34号

あまくさ



 

内
容

　
市
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
格
差
を
是
正
し
、
地

域
情
報
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
を

令
和
元
年
度
か
ら
４
年
度
に
か
け
て
計
画
し
て
い
た
が
、

国
の
第
二
次
補
正
予
算
の
成
立
に
伴
い
、
時
期
を
前
倒
し

し
て
の
実
施
が
推
進
さ
れ
、
補
助
の
内
示
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
未
整
備
地
域
の
解
消
を
行

う
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
が
利
用
で
き
る

環
境
が
整
う
が
、
加
入
率
は
ど
れ
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

■答
整
備
地
域
世
帯
の
40
％
以
上
の
契
約
を
見
込
ん
で
い

る
。

■問
こ
の
整
備
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
の
方
の
選
択

肢
が
一
つ
増
え
る
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
推
進
を
図
る

の
か
。

■答
今
回
の
整
備
対
象
地
域
の

中
で
、
テ
レ
ビ
共
聴
の
改
修

が
予
定
さ
れ
て
い
る
区
域
に

つ
い
て
は
、
市
が
説
明
会
を

開
催
し
、
情
報
の
提
供
を
行

っ
て
い
く
。

 

内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
魚
価

の
低
下
な
ど
、
収
入
が
減
少
す
る
水
産
業
対
策
と
し
て
、

市
内
の
漁
業
協
同
組
合
な
ど
が
実
施
す
る
水
産
物
の
販
売

促
進
、
消
費
喚
起
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た

め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容
は
。

■答
鮮
魚
店
や
飲
食
店
の
商
品
な
ど
に
つ
い
て
い
る
シ
ー

ル
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
総
勢
８
８
８
名
に
天
草
の
水

産
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

■問
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
は
。

■答
令
和
２
年
11
月
か
ら
同
３
年
１
月
末
ま
で
を
予
定
し

て
い
る
。

 

内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
母

子
に
対
す
る
集
団
で
の
乳
幼
児
健
診
を
個
別
診
察
に
変
更

し
、
健
康
相
談
や
保
健
指
導
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施

す
る
た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
健
康
相
談
な
ど
に
安
価
な
通
信
ア

プ
リ
等
を
使
用
し
な
い
理
由
は
。

■答
個
別
相
談
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
一
般
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
は
な
く
、
各
支
所
と

各
保
健
セ
ン
タ
ー
を
つ
な
ぐ
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
最
寄
り
の
支
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
。

■問
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
。

■答
母
子
保
健
の
み
で
は
な

く
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
健
康
相
談
全
般
に

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
。

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
未
整
備
地
域
に

光
フ
ァ
イ
バ
回
線
を
整
備

４
億
５
，８
９
１
万
７
千
円
を
増
額

天
草
の
魚
販
売
促
進
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
費
用
を
補
助

６
５
０
万
円
を
新
設

乳
幼
児
の
健
康
相
談
や
保
健
指
導
に

オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入

１
，４
３
０
万
９
千
円
を
増
額
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

令和２年
第６回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案等は25件
※議案等一覧は５ページに掲載。

情
報
通
信
基
盤
整
備
費
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
予
算
を

増
額

　令和２年第６回定例会は、９
月１日（火）から９月28日（月）
の28日間の会期で行いました。
　条例の改正や補正予算、決算
などの議案等が提出され、審査・
審議の結果、すべて原案どおり
可決、認定しました。
　今号では、この中から３件を
詳しく紹介します。

TOPICS

●報告 ……………  １件
●条例 ……………  １件
●その他 …………  ５件
●予算 ……………  ３件
●決算 …………… 13件
●請願 ……………  ２件

　
11
億
５
，８
０
６
万
８
千
円
を
増
額
し
、
総
額
６
４
７

億
２
，４
５
０
万
円
と
す
る
令
和
２
年
度
天
草
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
は
、
９
月
９
日
に
予
算
決
算
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
で
は
、
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
未
整
備

地
域
に
お
け
る
基
盤
整
備
な
ど
の
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
事
業
者
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
補
助
金
や
、
母
子
の

保
健
指
導
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
た
め
の
整
備
費
な

ど
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
費
用
も
計
上
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
予
算
の
内
容
や
質
疑
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
整
備
費
補
助
金
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
支
援
、

拡
大
防
止
対
策
に
対
す
る
補
助
金
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

▲キャンペーン応募シール



02

03

議
第
１
０
０
号
〜
１
０
３
号
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
ひ
と
り
に
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備

　
市
内
小
・
中
学
校
（
30
校
）
の
児
童
・

生
徒
用
と
し
て
５
，７
０
０
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
購
入
す
る
た
め
、

追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

 

内
容

　
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
育
成
お
よ
び
災
害
や
感
染
症
の

発
生
に
よ
る
臨
時
休
校
な
ど
の
緊
急
時

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
の
学

び
を
保
障
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
に
購
入
す
る
。

　
今
年
度
中
に
配
備
し
、
令
和
３
年
度

の
使
用
開
始
を
目
指
す
。

 

質
疑

■問
入
札
を
辞
退
し
た
業
者
の
理
由
は
。

■答
物
品
の
調
達
お
よ
び
期
限
ま
で
の

納
入
が
困
難
、
そ
の
他
の
業
務
が
多
忙

な
ど
の
理
由
で
辞
退
さ
れ
た
。

■問
納
期
が
守
れ
な
か
っ
た
場
合
の
罰

則
な
ど
は
。

■答
正
当
な
理
由
が
な
く
納
入
が
遅
れ

た
場
合
は
、
指
名
停
止
処
分
や
遅
延
料

な
ど
規
定
に
基
づ
き
対
処
す
る
。

児
童
・
生
徒
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
購
入
を
決
定

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
家
屋
の
公
費

解
体
費
用
や
災
害
復
旧
費
を
計
上

　
２
億
３
，８
８
６
万
１
千
円
を
追
加

し
、
総
額
６
４
９
億
６
，３
３
６
万
１

千
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

 

内
容

　
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た

た
め
、
生
活
環
境
上
の
支
障
の
除
去
、

二
次
災
害
の
防
止
お
よ
び
被
災
者
の
生

活
再
建
支
援
を
図
り
、
被
災
地
の
迅
速

な
復
旧
を
図
る
た
め
の
特
例
措
置
と
し

て
、
公
費
解
体
を
実
施
（
国
補
助
1/2
）。

　
対
象
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ

り
損
壊
し
、「
半
壊
」
以
上
の
り
災
判
定

を
受
け
た
住
家
（
借
家
を
含
む
。）
お

よ
び
同
一
敷
地
内
に
あ
る
家
屋
な
ど

（
倉
庫
・
小
屋
）
で
、
12
月
28
日
ま
で

に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
を
市
に
お
い
て

解
体
す
る
。

 

質
疑

■問
対
象
と
な
る
家
屋
の
数
は
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
家
屋
に
つ
い
て
、

半
壊
以
上
の
判
定
を
受
け
た
家
屋
も
公
費
解
体
の
対
象
に

■答
本
市
の
り
災
判
定
に
よ
り
半
壊
以

上
の
判
定
を
受
け
た
住
宅
24
戸
の
う

ち
、
９
戸
が
す
で
に
住
宅
応
急
処
理
制

度
を
利
用
し
修
復
を
さ
れ
て
い
る
た

め
、
残
り
の
15
戸
が
す
べ
て
解
体
と

な
っ
た
場
合
を
見
込
み
、
県
の
基
準
に

よ
り
算
定
し
た
。

■問
自
己
負
担
額
が
発
生
す
る
の
か
。

■答
公
費
解
体
は
市
が
委
託
し
て
行
う

た
め
個
人
負
担
は
な
い
が
、
家
財
等
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
運
び
出
し
て
い
た

だ
く
な
ど
の
処
理
が
必
要
。

■問
こ
の
制
度
は
今
回
に
限
っ
た
も
の

な
の
か
。

■答
今
回
は
７
月
豪

雨
に
伴
う
国
庫
補

助
の
拡
大
で
あ

り
、
今
後
災
害
等

が
発
生
し
た
場
合

は
、そ
の
都
度
、災

害
の
状
況
に
応
じ

て
検
討
し
た
い
。
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令和２年 第６回定例会■QRコードで制度の詳細が確認できます。

令和２年第６回天草市議会（定例会）議案等

令和元年度天草市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度天草市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度天草市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める意見書の提出を求める請願書
「被爆75年・天草市非核平和都市宣言決議」と日本政府への意見書提出について（請願）

賛否表
議第８７号

議第８８号

議第９０号

請願第１号

請願第２号

令和２年７月豪雨により住家が被災

公費解体実施の流れ

所有者による公費解体の申請

市において住家等の解体を実施※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※浜崎昭臣議員は議長職のため、表決には加わりません。

会派名 新風天草 天政会 市民クラブ 政友会 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂 郎
一
源
賀
古
洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

口
門

　
　

徹 人
千
三
村
中
島
脇

　

純
義

田
池

　

之
裕

木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊

崎
浜
　

臣
昭

山
若
　

介
敬
郎
一
幸
下
宮

議第87号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
-
-
-
-

○ ○ 23：2 認定
議第88号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23：2 認定
議第90号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23：2 認定
請願第1号 ○ ○ ○ 3：22 不採択
請願第2号 ○ ○ ○ ○ ○ 5：20 不採択

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第12号 令和元年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告について（地方公共団体の財政の健全化
に関する法律の規定により、議会に報告するもの） ― ―

議第83号 天草市体育館条例の一部を改正する条例の制定について（城河原体育館の新設に伴い、条例を改正す
るもの） 総務政策 原案可決

議第84号 工事請負契約の締結について（御所浦診療所建築工事に係る請負契約の締結について、議会の議決を
求めるもの） 総務政策 原案可決

議第85号
　～86号

令和２年度天草市一般会計補正予算（第９号）
予算決算 原案可決

令和２年度天草市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議第87号

　

～99号

令和元年度天草市一般会計歳入歳出決算の認定について

予算決算 認定

令和元年度天草市特別会計歳入歳出決算の認定について（国民健康保険特別会計など９件）

令和元年度天草市病院事業会計決算の認定について

令和元年度天草市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

令和元年度天草市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

議第100号
　～103号

財産の取得について（市内小・中学校の児童・生徒用タブレット端末の購入に係る物件供給契約の締
結について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第104号 令和２年度天草市一般会計補正予算（第10号） 付託省略 原案可決

請願第１号 国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める意見書の提出を求める請願書 教育厚生 不採択

請願第２号 「被爆75年・天草市非核平和都市宣言決議」と日本政府への意見書提出について（請願） 総務政策 不採択

「半壊」以上のり災判定



　老朽化した施設、利活用計
画のない施設については、解
体し、土地の有効活用と周辺
住民の安全性を図る。

■問 公共施設等再配置個別施設
計画の進捗状況について。
■答 同計画の第１期計画とし
て、令和４年度までに全施設
の評価・施設台帳・保全計画
などを作成する予定。令和元
年度に288施設、本年度は
640施設を現地調査し、保全
計画を策定する。その後に、市
全体の施設の再配置計画を令
和３年度までに作成する予定
である。

質疑

　ふるさと納税制度を活用し
た寄附金で、市の重点的な事
業の財源の確保や地域の振興
を図り、寄附者へのお礼品に
市内特産品を贈呈するなど、
特産品をＰＲし地場産業の活
性化を図る。

■問 寄附額の目標を７億円より
上げないのか。
■答 寄附が集まる12月に向け
て、事業者と勉強会などを開催
する。魅力あるお礼品を作り、
寄附額を伸ばしていきたい。

質疑

■問 空き家が増えている状況の中で、今後の計画は。
■答 老朽空き家などの管理不全解消として所有者に
適正管理依頼通知を送付し、解体費用の一部を補
助するなどの対策を行っている。
　今年度の国勢調査の資料を基に空き家調査を実
施し、アンケート調査を行うなど関係部署と連携
をしながら今後の対策強化に努める。

■問 空き家の所有者は市外の方が多いため、相
続関係者でない地元住民も申請できるのか。
■答 空き家は個人の財産であるため、所有者や
相続人の委任状があれば、地域の方でも申請
をすることができる。

質疑

3,103万円
市有財産施設整備事業

　天草Webの駅の安定運用に
より、市民サービス向上および
ネットショッピングの販路拡大
を図る。

　適切な管理がなされていない一定条件を満たし
た老朽危険空き家などの除去を促進し、市民の安
全・安心と生活環境の保全、改善、防犯および火
災等の誘発防止を目的に、生活環境の保全を図る。

■問 新しい情報発信の方法は。
■答 平成20年度に開設してい
るが、改修を重ねて運用。ネッ
トショッピングサイトは、手
数料を無料にし、差別化を図
っている。また、令和元年度
には天草市公式LINEを開設
し、安心安全メールと連携し
情報発信を行っている。
■意見 市のホームページを活
用するなど、少ない費用で、
最大の効果が
出せるよう期
待する。

質疑

591万円
地域ＩＣＴ利活用事業

3億7,202万円
ふるさと応援寄附金

推進事業

金額はすべて千円単位で四捨五入しています。

令和元年度一般会計歳入歳出決算などを認定

決算ってなに？
なぜ議会で審査するの？

監査委員の意見の一部をご紹介します

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）歳入、歳出には基金の取り崩し金26億5,542万４千円および
積立金19億4,538万８千円を含む。

決算審査を予算編成に反映を!!
　予算決算委員会では９月14日、15日、16日、17日に令和元年度一般会計および特別・企業
会計歳入歳出決算の審査を行い、認定すべきものと決定しました。
　なお、決算の詳細については、市政だよりあまくさ11月号に掲載されていますので、本紙で
は審査の際の質疑の内容などをお知らせします。

　地方公共団体における決算とは、
一会計年度の歳入歳出予算の執行の
結果・実績を表示する係数（表）を
いい、事務事業の目的や成果を明ら
かにすることに加えて、公金の適正
な収入および支出を明らかにしなけ
ればなりません。
　このため「決算」は、地方自治法の
定めにより、会計管理者が作成調製
し、監査委員の監査を経て、市長が
市議会に提案し、市議会の認定を得
ることになります。

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
執
行
部
に
対

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
改
善
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
ま
し

て
は
、
当
初
予
算
に
反
映
で
き
る
か
検

討
を
要
す
る
も
の
、
業
務
と
し
て
改
善

す
べ
き
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
意
見
や
要
望
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
執
行
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
回

の
意
見
や
要
望
な
ど
を
十
分
踏
ま
え
た

上
で
、
予
算
要
求
や
予
算
執
行
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　市の財政については、地方交付税の段階的な削減や投資
的経費である普通建設事業費の増加などに加え、新型コロ
ナウイルス感染症の影響に伴う中小事業者への市独自の緊
急経済対策や、自然災害に対する災害復旧など突発的な経
費も発生している。財政状況はより一層困難になると予想
されることから、このような中でも、市民の福祉の増進に
資することを常に考え、関連部署間の連携を図りながら、
職員一人一人が経済的視点に立ち、効率的で効果的な事業
に取り組むことで、熟度の高い行政経営に努められたい。

決
算
審
査
に
お
け
る

議
会
の
意
見

議
員
間
討
議
を
実
施

　
委
員
会
で
は
、
採
決
の
前
に
議
会
基

本
条
例
第
13
条
で
定
め
る
「
議
員
間
の

自
由
討
議
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
自
由
討
議
は
、
会
派
間
等
で
の
協
議

を
経
て
か
ら
行
い
、「
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
事
業
は
継
続
す
べ
き
」、「
複
数

の
目
的
を
有
す
る
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
」、「
成
果
報
告
書
へ
の
記
載
内

容
に
つ
い
て
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

606億229万7,805円

令和元年度一般会計

589億9,449万7,399円
歳 入

歳 出

廃屋及び空き家等対策事業　1,987万円

▲天草市LINE
QRコード

所有者・地域からの相談

老朽危険家屋等促進事業補助金による
空き家解体手続きの流れ

事前調査による危険家屋の判定

補助金交付申請

補助金交付決定

解体工事

事業完了報告

補助金等確定老朽危険家屋等除去促進事業補助金を利用した解体

▲解体前 ▲解体後

ふるさと応援寄附金 寄附額の推移（令和２年３月末時点）

 R1H30H29

２億
2億448万円 1億9,966万円

5億9,283万円

 

４億 

６億 

（円）

（年度）
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　観光拠点施設やトイレの整
備により、天草観光の周遊性
を高め、利便性の向上や施設
機能の保全を図る。

■問 観光施設の全体的な見直し
やあり方、今後の計画につい
て。
■答 観光施設は、合併前に整備
された施設が多く、老朽化が
進み、維持管理に多額の費用
を要している。市の観光アク
ションプランに沿って整備や
改修を行っているが、今後も
スクラップアンドビルドの観
点から、機能統合や廃止など、
施設のあり方について検討し
ていく。

質疑

　特定健康診査を行い、生活
習慣を改善するための特定保
健指導を行う。

■問 特定健康診査未受診者への
勧奨や、かかりつけ医での検
査などを、特定健診扱いとす
るよう医療機関に協力依頼を
すべきでは。
■答 受診率向上対策として、40
歳到達者の受診費無料化、電
話による受診勧奨や通知を行
い、受診率が上昇した。
　個別受診として、かかりつ
け医で受診できるよう各医療
機関へもご協力をお願いして
いる。

質疑

8,694万円

令和元年度国民健康保険特別会計

特定健康診査等事業費 5,940万円
観光施設整備事業

　人口減少、少子・高齢化が
進む中、地域おこし協力隊の
制度を活用して「地域協力活
動」を通じた地域の活力の維
持および強化を図る。

■問 満期を迎えた隊員の今後の
就業予定や定住および市民へ
の活動状況の周知について。
■答 本年９月に任期を終えた隊
員は、柑橘農家として夫婦で
本市に定住されている。ほか
の隊員も起業や市内企業への
就職など、今後も本市に定住
の予定。活動状
況は広報紙やみ
つばちラジオで
周知している。

質疑

3,845万円
地域おこし協力隊
活動推進事業

　生活困窮者に対し、自立相談
支援事業の実施、住居確保給
付金の支給、その他の支援を行
う。

■問 支援を行う中で自立される
方と生活保護に移行される方
の数は。
■答 令和元年度は、相談受付件
数が242件あり、プラン終結
数33件のうち、生活保護移行
件数は６件。本事業の効果も
あり、生活保護受給者も平成
30年度から減少に転じてい
る。

質疑

3,449万円
生活困窮者自立支援事業

　環境都市としての本市のイ
メージアップと市民の環境意
識向上を図る。

■問 本渡地区以外の給食センタ
ーや家庭用の廃食用油の回収
拡大はしないのか。
■答 本事業は本渡地区清掃セン
ター内にて、バイオディーゼ
ル燃料を精製。本渡地区以外
の清掃センターで収集した廃
食用油は石炭の代用燃料とし
て売却している。この装置は
平成14年度に使用を開始し、
老朽化も進んで
いるため、拡大
予定はない。

質疑

112万円
廃食用油変換装置

管理事業

金額はすべて千円単位で四捨五入しています。

◀ＱＲコードで制度の詳細が確認できます。

　市税の容易かつ確実な納付
により収納率の向上を図る。

■問 納税組合の段階的な縮小の
考えについて。
■答 プライバシーの問題や、組
合長のなり手不足の点から制
度の廃止を検討すべき時期に
きている。令和２年度中に、
組合長に対し本市の計画を伝
えた上で、ご意見をいただき
ながら、事業の廃止に向けて
準備をしていく。

質疑

308万円
納税組合事務費　令和２年第５回臨時会を８月７日に開催し、提出された専決

処分事項の承認や補正予算など５件の議案を、原案どおり可決、
承認しました。

●令和２年第５回臨時会議案等

【議第80号】専決処分事項の承認について（令和２年度天草市一般会計補正予算第７号）
  ６億8,923万８千円を追加し、627億6,008万４千円に
　７月３日からの豪雨に伴う災害見舞給付金、被災住宅応急修理事業などを増額。
【議第82号】令和２年度天草市一般会計補正予算（第８号）
　８億634万８千円を追加し、635億6,643万２千円に

令和２年
第５回臨時会

７月豪雨災害復旧費や新型コロナウイルス感染症に関する補正の主な内容

観光客誘客促進事業
5,752万円を増額

　観光客の誘客を促進することで落ち込んだ観光
関連産業を中心とした地域経済の活性化を図る。

■問 現在、すでに行っているキャンペーンの状況
と今回の補正の内訳は。今回構築する車両ナン
バー解析システム事業の活用方法は。
■答 本年６月からの「魅力再発見キャンペーン」、
７月10日からの「天草満喫キャンペーン」は好調
に推移しており、今回の補正は、「天草満喫キャ
ンペーン」の増額や当初予定していた冬のキャン
ペーンとして活用。また、今回新たに車両ナンバ
ー解析用のカメラを道の駅などに設置、車両の動
向を調査し、今後の観光施策に活用したい。

質疑

中小企業・小規模事業者緊急支援事業
1億円を増額

　新型コロナウイルス感染症の影響により売り上
げなどが減少している中小企業および個人事業者
が行う３密を避けるための環境整備を支援する。

■問 対象となる物品・機器など、どのような物が
対象か。既に整備された方も対象となるのか。
■答 対象となるのは、仕切り用のアクリル板やウ
イルス対策機能付空気清浄機、パーテーション、
換気機能付エアコンなど。なお、緊急事態宣言
が発令された本年４月７日以降に設置された事
業者も対象となる。
補助額等：対象経費の８/10を補助
　　　　　１施設当たり50万円を上限
　　　　　（複数施設の場合は100万円を上限）

質疑

令和２年度天草市一般会計補正予算（第８号） 賛否表議第82号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※浜崎昭臣議員は議長職のため、表決には加わりません。

会派名 新風天草 天政会 市民クラブ 政友会 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂 郎
一
源
賀
古
洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

口
門

　
　

徹 人
千
三
村
中
島
脇

　

純
義

田
池

　

之
裕

木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊

崎
浜
　

臣
昭

山
若
　

介
敬
郎
一
幸
下
宮

議第82号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○- ○ 23：2 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第10号 専決処分事項の報告について（公用車の交通事故に係る和解および損害賠償の額を定めるもの） ― ―

報告第11号 専決処分事項の報告について（公用車の交通事故に係る和解および損害賠償の額を定めるもの） ― ―

議第80号 専決処分事項の承認について（令和２年度天草市一般会計補正予算第７号）（７月３日からの豪雨
に伴う災害復旧費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 承認

議第81号 工事請負契約の締結について（（都）今釜本渡港線橋梁（P2・P3橋脚）工事に係る請負契約の締
結について、議会の議決を求めるもの） 付託省略 原案可決

議第82号 令和２年度天草市一般会計補正予算　（第８号） 付託省略 原案可決
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令
和
２
年
12
月
定
例
会

　
　

 　
　
会
期
日
程（
予
定
）

　９月23日、24日の２日間で行った一般質問
では、８人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

QRコードで質問の動画が見られます。
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

■五通  

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
喜
ば
れ
た
。

　
多
く
の
自
治
体
が
令
和
2
年
4
月
28

日
か
ら
同
3
年
4
月
1
日
出
生
予
定
の

新
生
児
に
対
し
て
、
独
自
の
新
生
児
特

別
給
付
金
を
創
設
し
支
援
を
広
げ
て
い

る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
社

会
経
済
活
動
に
影
響
を
与
え
、
コ
ロ
ナ

禍
で
不
安
な
日
々
が
続
く
中
、
特
に
子

育
て
世
代
の
家
計
支
援
が
不
可
欠
と
の

観
点
か
ら
、感
染
防
止
に
留
意
し
出
産
、

育
児
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
ま

た
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
4
月
28

日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
、
１
人

10
万
円
の
給
付
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
。■市長  

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
出
産
さ
れ
、

通
常
と
は
異
な
る
中
で
の
子
育
て
は
、

大
変
な
ご
不
便
や
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い

る
と
推
察
し
て
い
る
。

　
特
別
定
額
給
付
金
は
、
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
り
日
常
生
活
に
大
き
な
制
限
を

受
け
る
中
で
、
迅
速
か
つ
的
確
に
家
計

へ
の
支
援
を
行
う
た
め
国
が
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
後
も
国
、
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
が
、
本
給
付
金
の
趣

旨
に
よ
り
、
本
市
単
独
で
の
追
加
的
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

●
新
生
児
１
人
10
万
円
支
給
に
つ
い
て

１  

五
通 

俊
作 （
公
明
党
）

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

通
五
　

作
俊

臨
生
創
方
地
応
対
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
①

て
い
つ
に
金
付
交
時

②

て
い
つ
に
化
体
具
の
策
施
諸
た
け
向
に
式
様
活
生
い
し
新

人
１
児
生
新
③

10

て
い
つ
に
給
支
円
万

プ
ア
認
確
触
接
の
者
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
④

て
い
つ
に
Ａ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
リ

２

尾
中
　

二
友

て
い
つ
に
備
配
の」
う
の
水
「る
わ
代
に」
う
の
土
「①③

て
い
つ
に
策
対
済
経
る
け
お
に
成
編
算
予
の
度
年
来

て
い
つ
に
進
推
の
光
観
化
文
④

３

戸
鶴
　

啓
継

て
い
つ
に
題
課
の
別
域
地
び
及
状
現
の
設
施
化
文
①②

て
い
つ
に
画
計
の
後
今
び
及
理
管
持
維
の
設
施
館
育
体

器
定
測
の
計
速
風
、
器
測
計
量
雨
の
内
管
市
草
天
③

て
い
つ
に

４

崎
浜
　

昭
義

て
い
つ
に
策
対
災
防
の
後
今
と
害
災
然
自
①

化
性
活
業
漁
・
業
産
幹
基
の
草
天
②

へ
ち
た
人
い
な
え
払
を
税
保
国
で
中
の
禍
ナ
ロ
コ
③

て
い
つ
に
済
救
の

５

井
澤
　

富
一

て
い
つ
に
援
支
育
教
庭
家
の
市
草
天
①

６

木
赤
　

男
武

課
う
伴
に
換
転
の
槽
化
浄
併
合
ら
か
槽
化
浄
独
単
①

て
い
つ
に
等
題

②

て
し
連
関
に
み
込
ち
持
の
話
電
帯
携
の
へ
校
学
中
小

③

て
い
つ
に）
傘
き
置
（傘
し
出
し
貸
る
け
お
に
等
校
学

７

田
益
　

昭
政

、
況
状
旧
復、
因
要、
況
状
害
災
る
け
お
に
雨
豪
月
７
①

て
い
つ
に
応
対
の
後
今

て
い
つ
に
業
事
券
品
商
る
け
於
に
禍
ナ
ロ
コ
②

８

池
蓮
　

正
良

進
推
の
育
教
数
人
少
① ②

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
整
備
に
つ
い
て

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
方
向
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※令和２年第４回定例会終了後から第６回定例会までの間に開催された本会議および委員会への出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退等、「×」は欠席、「＼」は所属外、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

本会議、常任委員会などの議員出欠状況

【本会議・常任委員会・全員協議会等】

【議会運営委員会】 【会派代表者会議】

【広報広聴委員会】【議会改革調査特別委員会】

開催日 委員名

委 副

木
勝

　

生
幸

池
蓮

　

正
良

塚
大

　

生
基

山
平

　

司
泰

木
赤

　

男
武
人
千
三
村
中
尾
中

　

二
友

田
益

　

昭
政

田
前

　

之
正

崎
浜

　

臣
昭

山
若

　

介
敬

8月  4日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月25日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  1日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月15日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月24日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

口
門

　
　

徹

崎
浜

　

昭
義

木
勝

　

生
幸

洲
濱

　

心
大

戸
鶴

　

啓
継
郎
一
昇
田
下
田
柴

　
　

誠

通
五

　

作
俊

嶋
五

　

彦
善

崎
浜

　

臣
昭

山
若

　

介
敬

8月  7日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月18日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

池
蓮

　

正
良

通
五

　

作
俊

戸
鶴

　

啓
継
郎
一
昇
田
下
田
柴

　
　

誠

口
門

　
　

徹
7月  3日 広報広聴委員会 ○ △ ○ ○ ○ ○
7月  8日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  4日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  9日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月17日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長 副議長

議長 副議長

※浜崎昭臣議長と若山敬介副議長は、委員外議員として出席。

※常任委員会（予算決算）には浜崎昭臣議長は、委員外議員として出席。

※浜崎昭臣議長と若山敬介副議長は、委員外議員として出席。

開催日 委員名

議長 副議長 新風 天政 市民 政友 共産 公明

崎
浜

　

臣
昭

山
若

　

介
敬

尾
中

　

二
友

人
千
三
村
中

塚
大

　

生
基

山
平

　

司
泰

池
蓮

　

正
良

木
赤

　

男
武

8月  4日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月  7日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  9日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月24日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

田
前

　

之
正

口
門

　
　

徹

崎
浜

　

臣
昭

木
赤

　

男
武
人
千
三
村
中

郎
一
幸
下
宮
井
澤

　

富
一

田
柴

　
　

誠

木
勝

　

生
幸

中
田

　
　

茂

山
若

　

介
敬
郎
一
源
賀
古
田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
崎
浜

　

昭
義

塚
大

　

生
基

山
平

　

司
泰

島
脇

　

純
義

田
池

　

之
裕

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

嶋
五

　

彦
善

辺
船

　
　

修

池
蓮

　

正
良

洲
濱

　

心
大

通
五

　

作
俊

8月  7日 第５回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月18日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  1日 第６回定例会　本会議（開会、提案理由

の説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月  4日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
常任委員会（市民生活・建設経済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月  8日 常任委員会（総務政策・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  9日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月14日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月15日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月16日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月17日 常任委員会（予算決算） ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月23日 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

常任委員会（総務政策） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月24日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月28日 本会議（委員長報告・討論・採決、閉会）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

12

㊋
日
１
月

議
会
本

開
会

提
案
理
由
の
説
明

市
民
生
活
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

予
算
決
定
委
員
会

（
補
正
予
算
）

委
員
長
報
告・討
論・採
決

閉
会

総
務
政
策
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

12

㊎
日
４
月

議
会
本

疑
質

12

㊊
日
７
月

12

㊋
日
８
月

12

㊌
日
９
月

12
月
14

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
15

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
16

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
18

㊎
日

議
会
本 委

員
会

委
員
会

委
員
会

※日程は変更される場合があります。



一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。 QRコードで質問の動画が見られます。
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■鶴戸  

倉
岳
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
現

在
休
館
で
あ
る
が
収
蔵
品
や
建
物
の
計

画
は
。■観光文化部長  

実
施
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
建
物
は
文
化
課
で

は
利
活
用
で
き
な
い
場
合
、
庁
内
に
あ

る
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、
判
断
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

■鶴戸  

武
道
館
整
備
に
つ
い
て
建
て
替

え
や
改
修
の
計
画
、
空
調
設
備
の
計
画

は
な
い
の
か
。■観光文化部長  

今
年
度
、
外
壁
の
全

面
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
空
調
設
備
を
備
え
た
市
民
セ
ン
タ

ー
体
育
館
が
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
ご
利
用
を
い
た
だ
き
た
い
。

■鶴戸  

夏
場
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
災
害

時
の
体
育
館
避
難
所
も
考
え
ら
れ
る

が
、
空
調
設
備
の
計
画
は
。

■地域振興部長  

施
設
の
整
理
・
統
廃

合
や
イ
ベ
ン
ト
の
集
約
化
な
ど
も
進
ん

で
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
拠
点

と
な
る
施
設
を
絞
り
込
み
、
そ
こ
に
必

要
な
設
備
を
整
備
し
て
い
く
と
い
う
方

向
性
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■鶴戸  

風
速
計
が
備
え
て
い
な
い
地
域

は
、
な
ぜ
設
置
し
て
い
な
い
の
か
。

■総務部長  

雨
量
計
お
よ
び
風
速
計
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
と
気
象
台
が
設
置

し
て
お
り
、
そ
の
観
測
情
報
を
基
に
、

市
全
体
と
し
て
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

●
文
化
施
設
の
現
状
及
び
地
域
別
の
課
題
に
つ
い
て

●
体
育
館
施
設
の
維
持
管
理
及
び
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

●
天
草
市
管
内
の
雨
量
計
測
器
、
風
速
計
の
測
定
器
に

　
つ
い
て

３  

鶴
戸 

継
啓 （
天
政
会
）

●
天
草
市
の
家
庭
教
育
支
援
に
つ
い
て

●
自
然
災
害
と
今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
　

●
天
草
の
基
幹
産
業
・
漁
業
活
性
化

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
国
保
税
を
払
え
な
い
人
た
ち

　
へ
の
救
済
に
つ
い
て

５  

澤
井 

一
富 （
市
民
ク
ラ
ブ
）

■澤井  

児
童
生
徒
の
携
帯
、
ス
マ
ホ
等

の
所
有
状
況
は
。
ま
た
、
1
日
の
使
用

時
間
は
。■教育部長  

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
携
帯

端
末
を
所
持
し
て
い
る
児
童
生
徒
は
、

小
学
生
が
70
・
1
％
、
中
学
生
で
90
％

以
上
。
ま
た
、
2
時
間
以
上
利
用
し
て

い
る
小
学
生
は
21
・
8
％
、
中
学
生
は

29
・
2
％
で
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、

利
用
時
間
も
増
え
て
い
る
。

■澤井  

近
年
、
ゲ
ー
ム
依
存
が
社
会
問

題
化
さ
れ
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
障
害
の
診

断
名
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
入
院
治

療
を
受
け
て
い
る
。
本
市
は
ど
の
よ
う

な
指
導
を
さ
れ
て
い
る
か
。

■教育部長  

家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
が

第
一
と
考
え
る
。
学
校
に
お
い
て
も
情

報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
授
業
も
行
わ
れ
、

ル
ー
ル
作
り
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利

用
促
進
に
努
め
る
な
ど
、
家
庭
が
連
携

し
、
健
や
か
な
育
ち
を
見
守
る
体
制
づ

く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

■澤井  

ゲ
ー
ム
依
存
も
深
く
関
係
し
、

近
年
は
不
登
校
か
ら
そ
の
ま
ま
長
期
の

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
る
傾
向
が
多

い
。
幼
少
期
か
ら
の
家
庭
教
育
支
援
を

本
市
で
も
で
き
な
い
か
。

■教育部長  

今
後
は
、
年
齢
が
早
い
段

階
か
ら
家
庭
教
育
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
の
参
加
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
講
座
を
提
供
し
、

学
び
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て

支
援
課
な
ど
と
連
携
し
た
学
び
の
場
の

提
供
を
行
い
た
い
。

４  

浜
崎 

義
昭 （
日
本
共
産
党
）

●「
土
の
う
」に
代
わ
る「
水
の
う
」に
つ
い
て

●
来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
け
る

　
経
済
対
策
に
つ
い
て

２  

中
尾 

友
二 （
新
風
天
草
）

■中尾  
消
防
団
へ
情
報
を
提
供
し
、
検

討
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ

ま
で
に
被
災
を
受
け
た
地
域
か
ら
試
験

的
に
導
入
す
る
な
ど
自
ら
検
証
を
進
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■市長  

先
に
配
備
さ
れ
て
い
る
「
あ
さ

ぎ
り
町
」
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
都
市

型
浸
水
に
適
し
て
お
り
平
坦
な
地
形
な

ど
限
定
さ
れ
た
場
所
で
な
い
と
設
置
は

適
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
本
市
と
し

て
、
ま
ず
、
消
防
団
と
協
議
を
し
、
い

く
つ
か
の
方
面
隊
に
配
備
し
設
置
訓
練

等
に
お
い
て
検
証
し
、
有
効
性
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
整
備
を
行
う
。

■中尾  

来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

先
行
き
が
見
え
な
い
中
、
経
済
対
策
に

重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
は
。

■市長  

こ
れ
ま
で
の
「
強
力
な
経
済
対

策
」
に
よ
る
事
業
者
へ
の
継
続
し
た
支

援
は
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
、
施
設
整

備
等
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
も
平
準
化

を
図
り
な
が
ら
年
次
別
に
整
備
計
画
を

立
て
、
経
済
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
臨
時
的
な
も
の
に
つ
い

て
は
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
適
宜
予
算

を
編
成
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
一
方
で
は
、
事
業
者
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
ア
イ
デ

ア
、
行
動
力
に
も
期
待
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、「
官
民
一
体
・
一
致
団
結
」

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
難
局
を
克
服
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■浜崎  

豪
雨
や
台
風
な
ど
、
今
後
の
災

害
対
策
は
。

　
ま
た
災
害
時
に
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
さ
れ
る
が
、
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
。

■総務部長  

今
後
の
防
災
対
策
と
し

て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
事
業
に
つ

い
て
、
災
害
時
の
被
害
リ
ス
ク
を
洗
い

出
し
、
被
害
を
避
け
る
、
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
の
対
応
に
取
り
組
む
。

■健康福祉部長  

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
協
定
に

基
づ
き
、
社
協
と
連
携
し
て
被
災
者
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■浜崎  

猛
暑
の
中
の
水
揚
げ
は
、
水
産

業
者
が
、
鮮
度
を
保
つ
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
工
夫
を
し
、
漁
港
ま
で
運
ん
で
い
る

が
、水
揚
げ
と
同
時
に
、鮮
度
が
下
が
っ

て
行
く
状
況
。
鮮
度
を
保
持
す
る
た
め

の
施
設
整
備
は
、可
能
か
ど
う
か
伺
う
。

■経済部長  「
水
産
流
通
基
盤
整
備
事

業
」
に
よ
り
既
存
施
設
に
併
設
し
て
、

衛
生
管
理
型
施
設
な
ど
の
施
設
整
備
が

可
能
で
あ
る
。

■浜崎  

国
保
世
帯
は
、
自
営
業
、
農
業
、

漁
業
が
ほ
と
ん
ど
で
、
日
々
の
生
活
を

切
り
詰
め
、
ど
う
に
か
生
活
を
し
て
い

る
状
態
。
対
象
者
に
コ
ロ
ナ
に
関
連
す

る
減
免
制
度
の
周
知
は
、
で
き
て
い
る

か
。■国保年金課長  

国
保
世
帯
へ
の
周
知

の
結
果
、
６
月
だ
け
で
約
２
５
０
件
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
い
る
。

　

８
月
末
現
在
、
国
民
健
康
保
険
加
入

世
帯
１
万
３
，７
６
０
世
帯
の
う
ち
、

減
免
件
数
が
１
３
８
件
、
減
免
額
は
、

１
，８
１
１
万
７
，２
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。

▲現在休館中の倉岳歴史民俗資料館

（土のう）

（水のう）



一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。 QRコードで質問の動画が見られます。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、天
草市議会では、議員各自が健康管理と感染予防
対策を徹底するとともに、議場などでも予防対
策をとっています。今回は、第６回定例会の予
算決算委員会のようすをご紹介します。
　通常、第１委員会室で開催する本委員会です
が、密を避けるため、委員会室の倍以上の広さ
がある議場に変更しました。また、議場内の議
員席と執行部席には飛沫対策として、間仕切り
パネルを設置しています。
　このほかに、本会議や常任委員会などに出席
する際は健康観察を行い、各会議室等の入室の
際は、手指消毒も徹底しています。
　第６回定例会においても、本会議の傍聴自粛
にご協力いただき、ありがとうございました。

市議会のコロナ対策コロナ禍

▲飛沫対策の
　間仕切りパネル

▲議場入口に設置の
　消毒液

▲議場での予算決算委員会審議のようす
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■益田  

熊
本
豪
雨
は
災
害
指
定
を
受
け

た
の
か
。■防災危機管理課長  

７
月
に
は
特
定

非
常
災
害
に
、
８
月
に
は
激
甚
災
害

へ
指
定
さ
れ
た
。

■財政課長  

復
旧
の
特
定
財
源
に
つ
い

て
は
、
国
庫
補
助
と
災
害
復
旧
事
業
債

を
予
定
し
て
い
る
。

■益田  

家
屋
被
害
の
状
況
は
。

■防災危機管理課長  

半
壊
88
棟
、一
部

損
壊
83
棟
、
床
上
浸
水
１
４
４
棟
、
床

下
は
２
８
７
棟
。

■益田  

被
災
者
の
支
援
策
は
。

■健康福祉部長  

国
の
被
災
者
支
援
制

度
の
改
正
を
受
け
、
対
応
す
る
。
本
市

は
市
税
の
一
部
、「
国
保
税
」「
介
護
保

険
料
」
等
の
減
免
や
災
害
見
舞
金
、
災

害
義
援
金
で
支
援
す
る
。

■産業政策課長  「
な
り
わ
い
再
建
補

助
金
」で
対
象
経
費
４
分
の
３
を
補
助
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に

は
、
利
子
補
給
な
ど
支
援
す
る
。

■益田  
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
目

立
っ
た
が
、
社
協
と
若
者
の
連
携
は
と

れ
た
か
。■健康福祉部長  

社
協
は
１
３
６
世

帯
を
支
援
し
、
延
べ
６
６
３
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

本
市
も
毛
布
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ト
な

ど
、
支
援
を
行
っ
た
。

■益田  

コ
ロ
ナ
禍
は
今
後
も
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地
元
事
業
所
を

支
援
す
る
商
品
券
事
業
を
継
続
す
べ

き
。■市長  

事
業
の
成
果
等
に
つ
い
て
検
討

し
、
来
年
度
の
実
施
を
判
断
す
る
。

●
７
月
豪
雨
に
お
け
る
災
害
状
況
、要
因
、

　
復
旧
状
況
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

７  

益
田 

政
昭 （
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
に
つ
い
て

８  

蓮
池 

良
正 （
日
本
共
産
党
）

●
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

●
小
中
学
校
へ
の
携
帯
電
話
持
ち
込
み
に
つ
い
て

●
学
校
に
貸
し
出
し
傘
（
置
き
傘
）
の
配
備
を

６  

赤
木 

武
男 （
公
明
党
）

■赤木  
単
独
槽
か
ら
合
併
槽
へ
の
転
換

の
現
状
と
、
転
換
が
進
ま
な
い
要
因
に

つ
い
て
伺
う
。

■水道局長  
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
に
、42
基
が
合
併
槽
に
転
換
。

　

５
人
槽
で
は
約
50
万
円
を
補
助
し
て

い
る
が
、
進
ま
な
い
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
と
の
連
携
も
図
り
た
い
。

■赤木  

単
独
浄
化
槽
の
転
換
に
伴
う
自

宅
内
配
管
工
事
費
の
軽
減
策
と
し
て
、

新
た
な
補
助
金
の
拡
充
は
。

■水道局長  

転
換
促
進
の
阻
害
要
因
に

宅
内
配
管
工
事
費
の
負
担
が
あ
る
た

め
、
補
助
金
交
付
要
領
を
改
正
し
、
来

年
度
か
ら
新
た
に
上
限
を
30
万
円
と
す

る
補
助
を
行
う
。

■赤木  

文
部
科
学
省
は
、
登
下
校
中
の

児
童
生
徒
の
安
全
面
で
有
効
で
あ
り
、

安
心
に
つ
な
が
る
と
し
、
７
月
の
通
知

で
携
帯
の
持
ち
込
み
を
例
外
的
に
認
め

た
が
、
教
育
委
員
会
の
認
識
は
。

■教育部長  

学
校
と
生
徒
、
保
護
者
と

の
間
で
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
合
意

し
、
必
要
な
環
境
整
備
等
が
講
じ
ら
れ

る
場
合
に
認
め
る
な
ど
国
・
県
の
方
針

を
踏
ま
え
、
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

■赤木  

小
学
生
が
傘
も
さ
さ
ず
、び
し
ょ

濡
れ
で
下
校
し
て
い
た
。
子
ど
も
の
健

康
や
安
全
を
考
え
る
と
、
貸
し
出
し
傘

の
配
備
は
ぜ
ひ
必
要
と
考
え
る
が
。

■教育部長  
下
校
時
の
急
な
降
雨
の
対

応
は
、
学
校
メ
ー
ル
な
ど
で
各
家
庭
と

連
絡
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
を
第
一
に
対
応
す
る
。

■赤木  
若
い
子
育
て
世
帯
は
共
働
き
の

家
庭
が
多
く
急
な
連
絡
に
は
対
応
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
。
家
庭
や
民
間
事
業

所
な
ど
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
貸
し

出
し
用
の
傘
を
確
保
す
べ
き
。

■蓮池  

高
齢
化
の
進
行
す
る
天
草
市
地

域
で
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
的
な
交
通
ル

ー
ル
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
、

以
前
か
ら
申
し
上
げ
て
き
た
。

　
本
市
も
交
通
安
全
の
観
点
か
ら
、
ご

高
齢
の
方
々
の
運
転
免
許
証
の
返
納
を

推
奨
し
て
い
る
。
報
道
さ
れ
る
交
通
事

故
の
分
類
で
も
、
逆
走
や
交
通
ル
ー
ル

違
反
が
、
加
齢
に
伴
い
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
、
ご
高
齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含

む
家
族
会
議
等
で
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
市
内
各
地
域
に
は
運
転
免
許
証
を
所

有
し
た
方
が
一
定
数
お
ら
れ
、
利
便
性

の
構
築
に
有
効
な
方
向
性
を
も
つ
。

　
ど
こ
か
の
地
域
で
実
証
実
験
的
な
運

行
を
始
め
、
近
い
将
来
、
全
域
的
な
運

行
が
で
き
れ
ば
、
路
線
バ
ス
が
減
少
す

る
不
便
な
状
況
を
補
え
る
の
で
は
な
い

か
。ワ
ン
コ
イ
ン
程
度
の
利
用
料
金
で
、

利
用
者
に
は
、
負
担
軽
減
と
な
る
と
と

も
に
、
運
転
者
に
は
、
少
額
な
が
ら
最

低
賃
金
程
度
の
補
償
が
さ
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
る
。

■地域振興部長  

地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
は
、
キ
ー
マ
ン

の
存
在
や
運
転
手
の
確
保
、
予
約
や
相

乗
り
の
運
用
シ
ス
テ
ム
構
築
、
相
乗
り

の
交
通
事
故
の
リ
ス
ク
管
理
な
ど
、
解

決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

課
題
が
解
決
さ
れ
、
地
域
内
の
合
意
形

成
が
で
き
れ
ば
、
ま
ず
は
実
証
実
験
か

ら
始
め
る
な
ど
し
て
、
実
施
に
向
け
て

支
援
し
て
い
き
た
い
。

▲魚貫町の陥没した道路
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あ
え
て
環
境
を
変
化
さ
せ
て
、
自
身
の
技
術

を
磨
き
そ
の
執
念
で
五
輪
復
活
劇
を
と
げ
た
、

卓
球
の
水
谷
選
手
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。

　「
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
っ
た

時
点
で
、
そ
れ
は
退
化
し
て
い
る
こ
と
と
同

じ
」、「
長
く
ト
ッ
プ
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
時
代
の
変
化
に
適
応
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
」

　
周
囲
の
評
価
や
環
境
の
変
化
を
理
由
に
、

『
自
分
は
も
う
ダ
メ
だ
』
と
諦
め
る
の
は
簡
単

で
す
が
、
成
長
は
そ
こ
で
止
ま
り
ま
す
。
ど
ん

な
と
き
も
、
自
身
の
可
能
性
を
信
じ
て
挑
戦
を

貫
け
ば
、
必
ず
新
し
い
自
分
が
見
つ
か
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
社
会
を
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
中

で
、
そ
れ
に
適
応
す
る
に
は
大
変
な
労
力
を
要

し
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
ら
し
く
、
粘

り
強
く
前
進
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

（
五
通
俊
作
）

熊
本
県
天
草
市
東
浜
町
８
番
１
号　

☎
0
9
6
9
‐
２
４
‐
８
８
３
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追 跡 指 令
シリーズ

気になる！一般質問のその後‼

今回の指令

　平成30年５月に着任された北野達栄隊員
は、新和町において繁茂する竹を一つの地域
資源と捉え、竹細工や竹灯篭を通じたまちづ
くりを、地元の方と一体となり取り組んでお
られます。さらに、新和はまぼう祭りに、ハ
ーバリウム制作体験を企画したり、碇石地区
における土着菌堆肥の新たなパッケージ制作
による販売促進など、地域と密着した活動を
行っておられます。
　ほかの隊員も、地域の祭りの復活、フット
パスや写真展の開催など、新たな地域資源の
開拓に力を注いでおられます。
　また、隊員の多くは、任期を終えた後も市
内での就職や起業を希望しておられ、「天草に
定住し、地域とつながりをもっていきたい」
とのことでした。

門口　徹

副委員長 
五通俊作

下田昇一郎

委員長
蓮池良正

柴田　誠

鶴戸継啓

地域おこし協力隊のその後を追跡せよ‼

地域おこし協力隊に関する追跡調査報告書

　平成29年度からスタートした地域おこし協力隊。活動期間は最長３年で、「地域協
力活動」を通じ、地域の活力の維持および強化を図っている。地域おこし協力隊の活
躍のようすはどのようなものがあるのか、また、活動期間終了後の定住につながって
いるのか。
　今回は、「地域おこし協力隊」のその後を追跡し、報告せよ！！

　令和２年４月１日現在の隊員数は11名。隊
員の皆さんは、産業政策課をはじめ、まちづ
くり支援課、観光振興課、各支所にて活動さ
れています。
　平成29年11月に着任された山田恭史隊員
は、51の地区振興会を対象に情報発信の支援
やサポート、天草地域のコミュニティに関す
る情報サイト「Amakusa　ググる」を新た
に開設されました。このサイトでは、天草地
域のイベント、風景、特産品などの情報を発
信しており、８月末現在、アクセスは100万
件にのぼっています。また、各地域のイベン
トなどに参加し、地域の魅力、課題、資源の
活用などのアドバイスを行ってこられました。

▲バイヤーさんへ商品説明をする山田隊員（右手前）

▼土着菌堆肥の新パッケージ
▼Amakusa
　ググる
　QRコード

熊本県天草市新和町にある堆肥工場で国産の原料のみを使用し製造しています
　　原料　　牛糞・土着菌・油粕・粉炭・木酢液（PH6.8  N2.0  P3.07  K2.04）
　　生産者　碇石地区振興会　第H21-12号

やまだ　やすし

きたの　たつひで
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